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は
じ
め
に

慶
長
八
年
の
幕
府
創
業
を
も
っ
て
、
近
世
＝
江
戸
時
代
の
始
ま
り
と

定
義
す
る
の
は
正
し
い
。
ま
た
そ
れ
以
降
、
明
治
元
年
ま
で
の
文
学
を
、

近
世
文
学
と
呼
び
な
ら
わ
す
の
も
問
題
な
い
。
だ
が
、
文
学
史
的
な
時

代
区
分
と
し
て
は
便
宜
上
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
内
実
を
考
え

る
と
き
に
は
注
意
を
要
す
る
。

近
世
は
、
中
世
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
後
接
し
、
近
代
と
呼
ば
れ
る
時

代
に
前
接
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
文
学
は
、
中

世
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
要
素
と
、
や
が
て
近
代
の
土
台
と
な
っ
て
い

く
要
素
と
を
、
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い

（
注
１
）。

考
え
て
み
れ
ば
、

こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
案
外
、
わ
れ
わ
れ
は
近
世
文
学

な
る
「
個
性
」
を
探
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
前
後
の
時
代
と
の
連

続
性
、
あ
る
い
は
同
質
性
と
い
う
も
の
を
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ

る
。し

か
し
、
特
に
近
世
の
始
め
と
終
わ
り
、
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
と
十

九
世
紀
の
文
学
を
考
え
る
さ
い
に
は
、
右
の
よ
う
な
視
点
は
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
ル
ビ
ン
の
壺
の
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
見
え
て
い
る
よ
う
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
、
も
う
一
つ
の
形

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
本
稿
で
は
十
七
世
紀
の
文
学
に
焦
点
を

絞
り
、
そ
れ
が
十
六
世
紀
以
前
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、
十
八
世
紀
以

後
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
を
、“「
静
」
の
思
想
の
展
開
”

と
い
う
基
軸
か
ら
考
察
す
る

（
注
２
）。

こ
と
は
思
想
と
文
学
の
両
方
に
ま
た
が
り
、
か
つ
そ
れ
は
川
の
流
れ

川

平

敏

文

「
静
」
の
思
想
と
文
学

―
十
七
世
紀
文
芸
思
潮
試
論
―
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の
よ
う
に
、
常
に
動
的
な
契
機
を
含
ん
で
い
る
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
以

下
、
こ
れ
を
「
文
芸
思
潮
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
　
中
世
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想

十
七
世
紀
の
文
芸
思
潮
の
特
徴
を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
は
中
世
ま
で

遡
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
坐
禅
」
と
い
う
精
神
修
養
法
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
世
日

本
に
移
入
さ
れ
た
禅
は
、「
静
」
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
は
や
く
鎌
倉
初
期
、
日
本
臨
済
宗
の
祖
・
栄
西
は
、

菩
薩
、
禅
定
を
修
す
れ
ば
、
現
世
に
楽
を
受
く
。
身
心
寂
静
な
る
、

こ
れ
を
自
利
と
名
づ
く
。
身
心
静
な
る
が
故
に
、
衆
生
を
悩
ま
さ

ざ
る
、
こ
れ
を
利
他
と
名
づ
く
。（『
興
禅
護
国
論
』
第
七
門
、
日

本
思
想
大
系
『
中
世
禅
家
の
思
想
』、
七
五
頁
）

と
い
う
「
善
戒
経
」
の
言
葉
を
紹
介
し
て
、
心
身
の
静
寂
が
自
己
の
み

な
ら
ず
、
他
者
の
利
益
と
も
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
の

臨
済
僧
・
円
爾
（
聖
一
）
は
、

一
切
ノ
悪
知
、
悪
見
、
思
量
、
分
別
ヲ
ヤ
ム
ル
ヲ
、
無
心
ノ
至
極

ト
云
也
。
…
…
「
一
切
善
悪
都
莫
思
量
」
ナ
リ
。
是
ヲ
無
心
ノ
道

人
ト
名ナ

ヅ
クル

也
。（『
聖
一
国
師
仮
名
法
語
』、
正
保
三
年
刊
本
）

と
言
っ
て
、
思
量
や
分
別
を
停
止
し
「
無
心
」
を
達
成
し
た
者
を
「
道

人
」
と
呼
ぶ
と
す
る
。
ま
た
室
町
前
期
の
臨
済
僧
・
抜
隊
得
勝
は
、

魔
外
ノ
窟
宅
ハ
我
人
情
識
ナ
リ
。
自
性
ヲ
見
照
ス
ル
ヲ
工
夫
ト
シ
、

情
識
ヲ
坐
断
ス
ル
ヲ
坐
禅
ト
ス
。（『
塩
山
和
泥
合
水
集
』
巻
上
、

日
本
思
想
大
系
『
中
世
禅
家
の
思
想
』、
二
一
一
頁
）

と
説
い
て
、「
情
識
」（
迷
い
の
心
）
を
断
ち
、
自
分
の
本
性
を
見
照
す

る
こ
と
が
坐
禅
の
目
的
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
只
管
打

坐
」「
心
身
脱
落
」
と
い
っ
た
標
語
が
あ
る
よ
う
に
、
禅
が
基
本
的
に

―
少
な
く
と
も
そ
の
悟
入
に
い
た
る
ま
で
の
階
梯
と
し
て
、「
静
」
の

思
想
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
誰
し
も
異
論
が
な
い
で
あ

ろ
う

（
注
３
）。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
心
身
の
寂
静
を
説
い
た
の
は
禅
の
み
で
は

な
い
。
鎌
倉
後
期
に
時
宗
を
興
し
た
一
遍
（
智
真
）
は
、

又
云
、「
無
心
寂
静
な
る
を
仏
と
い
ふ
。
意い

楽げ
う

を
お
こ
す
は
、
仏
と

い
ふ
べ
か
ら
ず
。
意
楽
は
妄
執
な
り
」
と
云
々
。
此
風
情
は
常
の

仰
な
り
。（『
一
遍
上
人
語
録
』、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
仮
名
法
語

集
』、
一
三
三
頁
）

と
、
仏
と
な
る
た
め
に
は
「
無
心
寂
静
」
に
な
り
、「
意
楽
」（
妄
執
）

を
絶
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
あ
る
い
は
南
北
朝
期
の
故
実
家
・

北
畠
親
房
が
仏
教
に
つ
い
て
書
い
た
『
真
言
内
証
義
』
で
も
、

業
寿
（
＝
前
世
の
因
業
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
命
）
已
に
浄
ま
り
、

定
心
動
く
事
無
れ
ば
、
此
心
是
極
楽
、
此
身
是
弥
陀
、
観
自
在
菩
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あ
ろ
う
か
、
な
ど
と
反
問
す
る
あ
た
り
、
や
は
り
仏
教
的
な
「
静
」
の

思
想
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
西
行
に
仮
託
さ
れ
た
『
撰
集
抄
』、
編
者
未
詳
の
『
一
言
芳

談
』
の
な
か
に
は
、
心
身
の
静
寂
を
求
め
る
た
め
、
山
林
や
海
辺
で
厳

し
い
修
行
に
明
け
暮
れ
る
、
名
も
な
き
聖
た
ち
の
言
動
が
多
く
記
し
と

ど
め
ら
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
末
期
に
成
立
し
た
兼
好
の
『
徒
然
草
』
に

は
、
こ
の
よ
う
な
聖
た
ち
の
切
実
な
言
動
に
、
大
い
に
共
鳴
し
た
形
跡

が
あ
る
。

す
べ
て
所
願
皆
妄
想
な
り
。
所
願
心
に
来
ら
ば
、
妄
心
迷
乱
す
と

知
り
て
、
一
事
を
も
な
す
べ
か
ら
ず
。
直た

だ
ちに

万
事
を
放
下
し
て
道

に
向
ふ
時
、
さ
は
り
な
く
、
所
作
な
く
て
、
心
身
な
が
く
閑
か
な

り
。（
第
二
四
一
段
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

所
願
は
す
べ
て
「
妄
想
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
捨
て
去
る

0

0

0

0

こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
心
身
の
静
寂
は
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
注
５
）。

そ
う
し
て

室
町
以
後
も
、『
徒
然
草
』
の
最
古
写
本
を
残
す
正
徹
や
、
心
敬
な
ど
、

兼
好
の
追
随
者
―
「
静
」
の
思
想
・
文
学
の
継
承
者
は
、
連
綿
と
続

い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
は
な
は
だ
大
雑
把
に
で
は
あ
る
が
、
中
世
の
思
想
と
文
学
を

概
観
し
て
み
た
。
む
ろ
ん
中
世
に
も
、
た
と
え
ば
俳
諧
之
連
歌
・
狂
言
・

俗
謡
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「
動
」
の
文
学
と
言
え
る
も
の
は

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
実
態
と
し
て
は
存
在
し
、
人

薩
」
と
云
は
、
因
地
（
＝
さ
と
り
の
位
に
対
す
る
修
行
者
の
段
階
）

の
弥
陀
也
。（
同
、
二
三
七
頁
。
＝
は
川
平
の
補
注
。
以
下
同
じ
）

と
い
う
よ
う
に
、「
定
心
動
く
事
無
」
い
状
態
を
も
っ
て
悟
り
の
境
地
と

す
る
。
こ
れ
ら
の
言
説
は
お
お
む
ね
、
妄
執
や
感
情
と
い
っ
た
「
動
」

的
な
る
も
の
を
滅
却

0

0

・
断
絶

0

0

す
る
こ
と
で
、
無
心
の
境
地
、
す
な
わ
ち

「
静
」
な
る
状
態
に
達
す
る
こ
と
を
希
求
し
た
も
の
で
あ
る
が

（
注
４
）、

こ
の
よ

う
な
用
例
は
、
中
世
の
仏
教
書
を
博
捜
す
れ
ば
ま
だ
い
く
ら
で
も
挙
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
文
学
の
方
面
に
目
を
転
じ
て
み
る
。

文
学
の
世
界
に
お
い
て
、
こ
の
「
静
」
の
思
想
に
関
連
す
る
も
の
と

し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
隠
者
文
学
、
あ
る
い
は
草
庵
文
学
と
言
わ
れ
る
系

譜
の
存
在
が
指
摘
で
き
よ
う
。
鎌
倉
初
期
の
鴨
長
明
『
方
丈
記
』
は
、

そ
の
先
駆
け
と
な
る
作
品
で
、

事
ヲ
知
リ
、
世
ヲ
知
レ
ヽ
バ
、
欲ネ

ガ

ハ
ズ
、
趨ワ

シ

ラ
ズ
。
タ
ヾ
、
シ
ヅ

カ
ナ
ル
ヲ
望
ト
シ
、
ウ
レ
ヘ
無
キ
ヲ
楽
シ
ミ
ト
ス
。（
新
日
本
古
典

文
学
大
系
『
方
丈
記　

徒
然
草
』、
二
五
頁
）

と
、
名
聞
の
追
求
を
や
め
て
、
静
寂
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
「
楽
し
み
」

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
楽
し
み
」
は
、
中
国
風
の
隠
逸

趣
味
、
直
接
的
に
は
慶
滋
保
胤
の
『
池
亭
記
』
に
描
か
れ
る
そ
れ
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
作
品
末
尾
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に
草
庵
を
愛
し
、

閑
寂
に
着
す
る
こ
と
も
ま
た
、
仏
の
否
定
す
る
と
こ
ろ
の
「
執
心
」
で
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気
を
博
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
義
を
理
論
的

0

0

0

に
正
当
化
し
、
創

作
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
文
学
理
念
は
、
ほ
と
ん
ど
生
ま
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
中
世
は
、「
静
」
が
基
調
と
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

二
　
朱
子
学
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
世
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
は
、
近
世
に
入
っ

て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
に
台
頭
し
た
思
想
と
し
て
重
要
な
の
は
、
や
は
り
朱
子
学
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
朱
子
学
に
お
け
る
動
静
論
が
、
十
七
世
紀
の
思
潮
の

展
開
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
丸
山
真
男
は
、

朱
子
学
体
系
を
い
ろ
ど
る
性
格
と
し
て
、
静
的
＝
観
照
的
傾
向
を

挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
周
子
の
太
極
図
説
に
お
い
て
、
動

は
陽
に
静
は
陰
に
属
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
さ
う
し
た
動
静
を
越

え
た
絶
対
的
存
在
と
し
て
立
て
ら
れ
た
太
極
に
は
や
は
り
絶
対
静

の
色
彩
が
濃
い
。（『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
第
一
章
第
二
節
１
）

と
言
い
、「
動
に
対
す
る
静
の
優
位
、
行
動
性
に
対
す
る
観
照
性
の
優

位
」（
同
）
と
い
う
点
を
朱
子
学
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
。
後

述
の
よ
う
に
、
こ
の
点
は
基
本
的
に
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
り
、
本
稿

の
論
点
と
も
重
な
る
。
し
か
し
丸
山
が
、
右
の
引
用
文
の
な
か
で
「
絶0

対0

静
の
色
彩
が
濃
い
」（
傍
点
は
川
平
）
と
言
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
若
干
見
解
を
異
に
す
る
。

宋
学
の
祖
と
も
い
う
べ
き
周
簾
渓
の
『
太
極
図
説
』
に
は
、「
聖
人
は

之
（
＝
道
）
を
定
る
に
中
正
仁
義
を
以
て
す
。
而
し
て
静
を
主
と
し
て
、

人
極
を
立
つ
」（
原
漢
文
）
と
い
う
本
文
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
主
静
」

の
立
場
が
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
付
さ
れ
た
朱
熹
の
注
に
は
、
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

静
は
誠
の
復
に
し
て
、
性
の
真
也
。
苟
も
此
心
、
寂
然
無
欲
に
し

て
静
な
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
を
以
て
か
事
物
の
変
に
酬
酢
し

て
天
下
の
動
を
一
に
せ
ん
や
。
故
に
聖
人
は
中
正
仁
義
静
動
周
流

し
て
、
其
の
動
く
こ
と
必
ず
静
な
る
を
主
と
す
。（
原
漢
文
。『
鼇

頭
標
註
太
極
図
説
』、
熊
谷
立
閑
跋
、
延
宝
六
年
刊
）

要
す
る
に
、
心
が
寂
然
無
欲
（
静
）
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
物
事
の
変
化

（
動
）
に
も
的
確
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ゆ
え
に
聖
人
の
「
動
」
は

必
ず
「
静
」
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
朱
子
学
辞
典
と
も
い

う
べ
き
『
性
理
大
全
』
巻
四
七
「
存
養
（
持
敬　

静
附
）」
に
、「
朱
子

曰
く
…
…
静
あ
り
、
理
に
順
ひ
て
応
ず
る
と
き
は
、
動
と
雖
も
亦
た
静

な
り
」（
原
漢
文
、
承
応
二
年
和
刻
本
に
よ
る
）
と
あ
る
の
も
、
ほ
ぼ
同

義
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
朱
熹
の
学
説
を
陳
北
渓
が
簡
潔
に
ま
と
め
た
『
性
理
字
義
』

に
は
、
こ
の
こ
と
が
よ
り
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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い
ま
は
そ
れ
を
林
羅
山
が
解
説
し
た
『
性
理
字
義
諺
解
』（
万
治
二
年

刊
）
巻
二
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。

聖
賢
ノ
心
、
静
ニ
シ
テ
発
セ
ザ
ル
時
ハ
、
全
体
卓
然
ト
シ
テ
鑑
ノ

空
ノ
ゴ
ト
ク
、
衡
ノ
平
ナ
ル
ガ
ゴ
ト
ク
平
常
ニ
シ
ヅ
マ
リ
定
テ
、

方
寸
ノ
中
ニ
ア
リ
。
…
…
動
テ
物
ニ
応
ズ
ル
ト
キ
ハ
、
大
用
（
＝

情
）
ア
マ
ネ
ク
流
行
シ
テ
、
妍
蚩
（
＝
美
醜
）・
高
下
、
各
其
物
々

ノ
自
然
ニ
因
テ
、
糸
毫
銖
両
ノ
差
ヒ
ナ
シ
。（「
論
二
心
有
二
体
用
一
」）

聖
人
の
心
が
「
静
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
た
か
も
鑑
が
あ
ら
ゆ
る

物
を
受
け
容
れ
る
よ
う
に
公
明
で
あ
り
、
天
秤
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
る
時
の
よ
う
に
平
衡
な
の
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
が
事
物
に
触
れ
て

「
動
」
の
状
態
に
変
化
し
た
場
合
で
も
、
自
然
に
あ
り
の
ま
ま
の
反
応
が

生
ず
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
、
朱
子
学
の
言
説
の
な
か
で
重
要
な
の
は
、「
静
」
の
状
態
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
「
静
」

の
状
態
が
不
断
に
維
持
で
き
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
時
的
な
変
形
で

あ
る
「
動
」
の
状
態
も
、
否
定
は
さ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丸

山
は
「
絶
対

0

0

静
の
色
彩
が
濃
い
」
と
評
し
た
が
、
朱
子
学
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
「
動
」
的
側
面
の
肯
定
は
、
や
は
り
過
小
に
見
て
は
な
ら
な

い
。た

と
え
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
静
」
と
「
動
」
と
の
関
係
を
、
同
じ
『
性

理
字
義
』
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
る
「
体
は
即
ち
性
也
。
其
静
な
る
も
の

を
以
て
云
ふ
。
用
は
即
ち
情
な
り
。
其
動
く
も
の
を
以
て
云
ふ
」（
同
）

と
い
う
定
義
に
照
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、
文
学
の
問
題
に
も
か
か
わ
る

重
要
な
テ
ー
ゼ
が
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
性
」
は
心
の
本
体
で
あ

り
「
静
」、「
情
」
は
心
の
作
用
で
あ
り
「
動
」
で
あ
る
が
、「
性
」
に

則
っ
て
「
情
」
が
発
動
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
「
情
」
は
必
ず
し
も
否
定

さ
れ
な
い
と
い
う
、「
情
」
に
対
す
る
画
期
的
な
見
解
が
生
ま
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
ふ
た
た
び
林
羅
山
『
性
理
字
義
諺
解
』
巻
二
か
ら
引
用
し
よ

う
。

情
ノ
節
ニ
中
ル
ハ
、
本
性
ヨ
リ
発
シ
来
テ
善
ナ
リ
。
更
ニ
悪
ナ
シ
。

…
…
禅
家
ニ
ハ
始
ヨ
リ　

情
ヲ
サ
シ
テ
悪
キ
モ
ノ
ト
シ
、
其
情
ヲ

滅
シ
テ
性
ニ
カ
ヘ
ラ
ン
ト
ス
。
唐
ノ
李
翱
ガ
復
性
論
モ
是
ナ
リ
。

情
ハ
毎
人
必
ズ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
イ
カ
ン
ゾ
是
ヲ
滅
シ
得
ン
ヤ
。

モ
シ
情
、
既
ニ
滅
シ
ヲ
ハ
ラ
バ
、
性
モ
即
チ
是
死
性
ナ
ラ
ン
。
性
、

活
セ
ズ
バ
更
ニ
ナ
ニ
ヲ
カ
用
ン
。（「
論
二
情
従
レ
性
発
皆
善
一
」）

こ
の
よ
う
に
朱
子
学
で
は
、「
節
ニ
中
」
り
、「
本
性
ヨ
リ
発
シ
来
」
る

自
然
な
「
情
」
は
是
認
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
情
」
は
、
人
間
が
必

ず
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
滅
す
る
こ
と
は
、「
性
」
を
も
滅

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
中
世
仏
教
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
が
基
本
的
に

「
動
」
を
封
殺
し
、「
情
」
を
滅
却
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
、
大
き
な
相

違
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
学
の
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
「
静
」
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を
主
と
し
な
が
ら
も
、「
動
」（
情
）
に
つ
い
て
も
一
部
容
認
す
る
構
え

が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
中
世
仏
教
の
「
静
」
の
思

想
と
は
一
味
違
う
、
新
し
い
「
静
」
の
思
想

0

0

0000



0

0

0

と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ

た（
注
６
）。朱

子
は
す
で
に
こ
の
点
を
、「
所
謂
静
者
、
固
に
槁
木
死
灰
の
謂
に
非

ず
し
て
所
謂
必
事
あ
り
と
云
者
は
、
亦
た
豈
に
中
を
求
る
の
謂
な
ら
ん

や
」（
原
漢
文
。『
性
理
大
全
』
巻
四
七
「
存
養
（
持
敬　

静
附
）」）
と

い
っ
て
、
心
を
「
槁
木
死
灰
」
の
ご
と
き
も
の
と
す
る
、
仏
老
的
な

「
静
」
の
思
想
と
の
対
立
点
と
し
て
強
調
し
て
い
た
が
、
林
羅
山
を
始
め

と
す
る
日
本
の
朱
子
学
者
も
そ
れ
を
継
承
し
、
い
わ
ば
朱
子
学
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
盛
ん
に
喧
伝
し
た
の
で
あ
っ
た

（
注
７
）。

三
　
他
学
派
へ
の
広
が
り

朱
子
学
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
は
、
中
国
に
お
い
て
そ
の
進
化
形

と
し
て
生
ま
れ
た
陽
明
学
に
も
基
本
的
に
は
引
き
継
が
れ
、
明
代
儒
学

の
根
本
的
な
考
え
と
し
て
定
着
し
て
い
た
（
注
３
所
掲
・
岡
田
著
書
）。

こ
こ
で
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
な
日
本
の
儒
学
者
、

お
よ
び
儒
学
者
以
外
の
人
た
ち
の
言
説
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
そ

の
一
端
を
示
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
朱
子
学
を
基
本
と
し
つ
つ
、
陽
明
学
を
も
受
容
し
た
熊
沢
蕃

山
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は
、

温
和
・
慈
愛
・
恭
敬
・
惺
々
も
亦
気
象
也
。
発
し
て
節
に
あ
た
る

時
は
和
と
い
ふ
べ
し
。
此
八
字
の
名
付
べ
き
所
も
な
き
大
本
を
中

と
云
。
お
も
ふ
こ
と
も
な
く
為
こ
と
も
な
く
寂
然
不
動
に
し
て
、

感
じ
て
通
ず
る
も
の
也
。
…
…
君
子
は
有
事
・
無
事
共
に
静
な
ら

ざ
る
時
な
し
。
心
無
欲
な
る
が
故
に
常
に
静
也
。（『
集
義
和
書
』

巻
一
〇
・
議
論
之
三
、
日
本
思
想
大
系
『
熊
沢
蕃
山
』、
一
八
八

頁
）

と
、
君
子
は
常
に
「
無
欲
」
で
「
寂
然
不
動
」
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
、

ゆ
え
に
事
に
さ
い
し
て
も
「
節
に
あ
た
」
っ
た
適
正
な
感
情
が
発
動
す

る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
仏
教
の
「
坐
禅
」
に
似
た
精
神
修
養
法
と
し

て
、
儒
教
に
も
「
静
坐
」
な
る
行
為
が
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
そ
の

是
非
に
つ
い
て
問
答
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

心
友
問
、
目
を
閉
て
静
坐
す
る
は
、
何
の
益
ぞ
。
云
、
精
神
の
労

せ
る
時
、
其
つ
か
れ
を
や
し
な
は
ん
と
な
ら
ば
、
可
也
。
動
を
い

と
ひ
静
を
好
み
、
思
慮
を
や
め
む
と
せ
ば
、
不
可
な
り
。
動
静
は

時
也
。
な
す
べ
き
事
は
皆
人
事
也
。
い
と
ふ
べ
か
ら
ず
。（
同
巻
一

五
・
議
論
之
八
、
三
二
五
頁
）

「
静
坐
」
は
養
生
法
と
し
て
は
可
で
あ
る
が
、「
静
」
を
好
む
あ
ま
り
、

「
思
慮
」
ま
で
も
停
止
し
よ
う
と
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
と
。「
動
静
は

時
」、
つ
ま
り
時
に
応
じ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
朱
子
が
否
定
し
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た
い
わ
ゆ
る
「
槁
木
死
灰
」
の
ご
と
き
完
全
な
「
静
」
は
、
蕃
山
に
お

い
て
も
、
も
と
よ
り
想
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、
蕃
山
の
言
説
も
ま
た
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
「
静
」
の
思
想

の
枠
内
に
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
近
世
初
期
の
臨
済
僧
・
沢
庵
宗
彭
の
例
を
見
よ
う
。
中
世
五
山

の
禅
僧
が
、
儒
学
と
禅
宗
と
を
兼
学
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
沢
庵
に
も
次
の
よ
う
な
言
説
が
残
っ
て
い
る
。

一
、
道
之
至
極
、
皆
静
也
。
合
二
中
庸
一
。
過
レ
中
者
、
気
之
馳
也

と
、『
性
理
大
全
』
に
見
へ
た
り
。
気
の
馳
る
は
皆
、
勿
忙
之
故

也
。
至
人
皆
、
静
也
。（『
東
海
夜
話
』
巻
上
、『
沢
庵
和
尚
全
集
』

巻
五
、
二
〇
頁
）

「
至
人
」（
道
の
至
極
に
達
し
た
人
）
は
み
な
「
静
」
で
あ
る
と
い
う
。

儒
仏
論
で
一
番
の
争
点
と
な
る
べ
き
「
情
」
の
是
非
と
い
う
問
題
を
、

沢
庵
が
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
追
究
し

き
れ
て
い
な
い
が

（
注
８
）、

と
も
か
く
も
こ
の
言
説
が
朱
子
学
的
な
「
静
」
の

思
想
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
説
明
に
『
性
理
大
全
』
が
参
照

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
伊
勢
外
宮
の
神
官
・
中
西
信
慶
の
例
。
信
慶
は
『
窓
下
随

筆
』（
元
禄
九
年
写
）
の
な
か
で
、「
静
ヲ
以
テ
本
ト
ス
ル
ハ
、
神
道
ノ

基
也
」（
内
閣
文
庫
本
）
と
、
神
道
の
根
本
精
神
は
「
静
」
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。
で
は
「
静
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
の
か
。
こ

の
点
を
彼
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

慎
テ
怠
ラ
ズ
、
情
累
ヲ
絶
去
テ
観
、
曰
ク
即
チ
静
也
。
情
累
ハ
有

欲
也
。
塵
垢
也
。
無
欲
ニ
シ
テ
静
ヲ
主
ト
シ
、
塵
垢
ヲ
去
バ
、
即

チ
心
鏡
清
浄
ニ
シ
テ
自
ラ
正
ク
ナ
リ
テ
、
心
ノ
神
明
ヲ
拝
マ
ン
。

神
ヲ
抱
テ
以
静
ナ
レ
バ
、
静
虚
動
直
ニ
シ
テ
、
境
モ
亦
タ
遂
ニ
静

也
。（
同
）

要
す
る
に
、「
静
」
と
は
心
の
中
に
あ
る
欲
望
を
な
く
し
て
清
浄
に
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
心
の
中
に
神
明
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
、「
静
虚
動
直
」
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
。「
静
虚
動
直
」
と
は
、

『
近
思
録
』
巻
四
に
載
る
「
無
欲
な
れ
ば
則
ち
静
に
し
て
虚
、
動
き
て
直

な
り
」（
原
漢
文
）
と
い
う
周
濂
渓
の
言
葉
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、「
動
」

と
い
え
ど
も
、「
静
」
に
則
っ
た
適
正
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
信
慶
は
別
の
箇
所
で
も
、
よ
り
具
体
的
に
、「
静
坐
は
閑
居
の
勤
め

ば
か
り
と
思
ふ
は
、
初
学
小
人
の
意
也
。
…
…
静
を
服
膺
せ
ば
視
聴
言

動
共
以
て
自
静
な
る
べ
し
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
十
七
世
紀
に
は
、「
動
」
的
側
面
を
容
認
す

る
姿
勢
を
有
し
て
い
た
、
宋
明
儒
学
系
の
新
し
い
「
静
」
の
思
想
が
紹

介
さ
れ
、
ま
た
儒
学
以
外
の
諸
学
問
も
大
な
り
小
な
り
、
こ
れ
を
意
識

し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
摂
取
し
て
展
開
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
思

想
は
あ
く
ま
で
も
「
静
」
の
体
認
を
主
体

0

0

と
し
、「
動
」
の
発
現
は
そ
れ
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に
従
属

0

0

す
る
も
の
と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
図
式
化
す
れ
ば
、「
静
」>

「
動
」
と
い
う
関

係
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
十
七
世
紀
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
は
、
中

世
仏
教
系
の
そ
れ
ほ
ど
、
あ
る
い
は
丸
山
が
評
す
る
ほ
ど
「
絶
対
」
的

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
、「
相
対
」
的
に
は
、「
静
」
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
た
。
周
濂
渓
以
来
の
「
主
静
」
の
立
場

（
注
９
）を

、
基
本
的
に
は

守
り
通
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　「
静
」
の
思
想
の
相
対
化

十
七
世
紀
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
の
特
質
は
、
十
八
世
紀
以
降
に

こ
れ
を
相
対
化
し
批
判
す
る
議
論
が
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
で
、
よ

り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
。

批
判
の
芽
は
、
じ
つ
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
、
す
で
に
生
ま
れ
て
い

た
。
兵
学
者
・
山
鹿
素
行
は
『
山
鹿
語
類
』（
寛
文
五
年
成
）
巻
三
三
の

な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

聖
門
の
教
は
却
つ
て
都
て
動
処
に
就
い
て
人
の
工
夫
を
做
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と

を
教
ふ
。
静
動
亦
物
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
静
を
主
と
せ
ん
。
動

に
は
動
の
工
夫
あ
り
。
静
に
は
静
の
工
夫
あ
り
、
是
れ
皆
格
物
な

り
。
静
を
主
と
し
て
静
坐
を
好
む
と
き
は
、
塊
然
と
し
て
物
に
交

は
ら
ざ
る
を
以
て
本
然
の
性
と
為
し
、
其
の
道
を
修
め
得
る
も
亦
、

猶
ほ
隠
士
の
山
林
を
好
み
、
逸
民
の
風
月
を
楽
し
む
が
ご
と
し
。

是
れ
一
高
見
の
痛
病
に
し
て
、
聖
門
の
学
に
非
ざ
る
な
り
。（
岩
波

書
店
版
『
山
鹿
素
行
全
集
』
第
九
巻
、
五
七－

五
八
頁
）

こ
こ
に
は
、
聖
人
の
学
と
は
「
静
」
的
側
面
で
は
な
く
、
か
え
っ
て

「
動
」
的
側
面
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
、
思
想
史
上
は
な
は
だ
画
期
的
な
考

え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
静
」
に
よ
る
修
養
が
、「
隠
士
の
山

林
を
好
み
、
逸
民
の
風
月
を
楽
し
む
」
が
ご
と
き
風
儀
に
流
れ
や
す
い

と
い
う
、
後
述
の
議
論
と
も
か
か
わ
る
重
要
な
指
摘
も
し
て
お
り
、
注

目
さ
れ
る
。

そ
し
て
十
八
世
紀
に
入
れ
ば
、
伊
藤
仁
斎
を
始
祖
と
す
る
古
義
学
派
、

そ
し
て
荻
生
徂
徠
を
始
祖
と
す
る
徂
徠
学
派
が
、
こ
の
論
点
を
継
承
す

る
。
ま
ず
伊
藤
仁
斎
は
『
童
子
問
』（
宝
永
四
年
刊
）
巻
下
に
お
い
て
、

近
思
録
、
四
書
集
註
等
に
、
禅
荘
の
語
を
用
ゆ
る
者
、
悉
く
挙
る

に
暇
ま
あ
ら
ず
。
今
其
の
尤

い
ち
じ
る
しき

者
を
摘
出
し
て
之
を
告
げ
ん
。
曰

静
、
曰
忘
、
曰
公
、
曰
無
欲
、
…
…
此
れ
等
の
語
、
皆
禅
書
に
出

づ
。
及
び
静
坐
の
工
夫
、
調
息
の
箴
、
亦
専
老
仏
の
法
を
用
ゆ
。

（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
思
想
家
文
集
』、
一
八
八
頁
）

と
、
朱
子
学
が
「
静
」「
忘
」「
公
」「
無
欲
」
な
ど
、
禅
や
老
荘
の
概
念

や
用
語
を
借
用
し
て
い
る
例
が
多
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に

宋
学
が
推
奨
し
た
「
静
坐
」
や
「
調
息
」
と
い
っ
た
修
養
・
健
康
法
も
、

も
っ
ぱ
ら
仏
老
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
孔
孟
の
教
え
に
は
も
と
も
と
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存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。

次
に
、
徂
徠
学
派
に
お
け
る
「
静
」
批
判
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、

太
宰
春
台
『
聖
学
問
答
』（
享
保
二
十
一
年
刊
）
巻
下
を
挙
げ
よ
う
。

仏
法
ハ
心
ヲ
静
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
ル
故
ニ
、
無
明
煩
悩
ヲ
断

除
シ
テ
、
心
ヲ
明
鏡
止
水
ノ
如
ク
ニ
セ
ヨ
ト
教
ル
ナ
リ
。
…
…
心

ハ
活
物
ニ
テ
、
明
鏡
止
水
ノ
如
ク
ニ
ナ
ル
者
ニ
非
ズ
。
若
シ
果
シ

テ
明
鏡
止
水
ノ
如
ク
ニ
ナ
リ
ナ
バ
、
心
ノ
用
ヲ
ナ
ス
コ
ト
能
ハ
ジ
。

畢
竟
無
理
ナ
リ
。
程
子
・
朱
子
、
仏
法
ニ
倣
テ
此
説
ヲ
創ハ

ジ
メタ

ル
ハ
、

六
経
ヲ
信
ゼ
ズ
、
孔
子
ノ
言
ヲ
考
ヘ
ザ
ル
故
ナ
リ
。（
日
本
思
想
大

系
『
徂
徠
学
派
』、
一
〇
六
頁
）

言
う
と
こ
ろ
は
仁
斎
の
言
と
大
同
小
異
で
、
仏
教
は
「
静
」
を
主
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
程
子
・
朱
子
が
こ
れ
に
倣
っ
て
説
を
立
て
た
の
は
、

六
経
を
尊
信
せ
ず
、
孔
子
の
教
説
を
省
み
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
静
」
の
思
想
に
対
す
る
懐
疑
・
批
判
は
、

古
義
学
・
徂
徠
学
と
い
っ
た
古
学
派
特
有
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
た

と
え
ば
、
そ
の
晩
年
に
宋
学
批
判
を
行
っ
た
貝
原
益
軒
の
『
大
疑
録
』

（
正
徳
三
年
序
）
巻
上
で
は
、

（
宋
儒
が
）
守
心
の
法
を
論
じ
て
は
、
主
静
と
曰
ひ
、
静
坐
と
曰

ひ
、
黙
坐
澄
心
し
て
天
理
を
体
貼
す
と
曰
ひ
、
静
坐
を
以
て
平
生

守
心
の
工
夫
と
な
す
。
こ
れ
み
な
静
に
偏
し
て
、
動
静
を
時
に
す

る
能
は
ず
。
即
ち
こ
れ
、
禅
寂
習
静
の
術
に
し
て
、
儒
者
の
よ
ろ

し
く
言
ふ
べ
き
所
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
原
漢
文
、
日
本
思
想
大

系
『
貝
原
益
軒 

室
鳩
巣
』、
一
三
頁
）

と
、「
主
静
」「
静
坐
」
が
「
静
」
に
偏
向
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

も
っ
と
も
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
朱
子
学
で
は
す
で
に
、
仏
教
や
老

荘
と
の
相
違
点
と
し
て
、
心
の
「
動
」
的
側
面
に
つ
い
て
の
配
慮
を
主

張
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
羅
山
は
、「
心
ハ
是
活
物
ニ
テ
、
動
ク
コ
ト
ヲ

好
ム
。
静
ニ
死
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」（『
性
理
字
義
諺
解
』
巻
二
「
論
三

心
有
二
体
用
一
」）
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
山
鹿
素
行
以
降
、

い
わ
ゆ
る
古
学
の
系
譜
に
連
な
る
人
々
は
、
同
じ
言
葉
を
用
い
な
が
ら

も
、
そ
の
「
動
」
的
側
面
を
よ
り
重
要
視
し
、
朱
子
学
を
、
仏
教
や
老

荘
と
同
じ
穴
の
狢
と
し
て
批
判
し
た
の
で
あ
る
。「
静
」
の
思
想
に
対
し

て
、
こ
れ
は
「
動
」
の
思
想
と
称
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
穂
積
以
貫
『
経
学
要
字
箋
』（
享
保
十
六
年
刊
）
巻
上

「
天
道
」
に
、
宋
学
は
「
静
動
ニ
テ
ハ
静
ヲ
本
ト
シ
、
虚
実
ニ
テ
ハ
虚
ヲ

本
ト
ス
ル
」、
こ
れ
に
対
し
て
、
古
学
は
「
動
静
ニ
テ
ハ
動
ヲ
主
ト
シ
、

虚
実
ニ
テ
ハ
実
ヲ
主
ト
ス
」（
同
）
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
を
端
的
に
説
明

し
て
い
る
。
宋
学
＝
主
静
、
古
学
＝
主
動
と
い
う
図
式
は
、
大
ま
か
で

は
あ
る
が
当
を
得
た
理
解
だ
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
佐
藤
直
方
の
著
述
を
集
め
た
『
韞
蔵
録
』（
宝
暦
二
年
序
）
巻

五
「
主
静
説
」
に
は
、「
扨
、
俗
儒
ハ
動
ノ
動
、
仏
氏
ハ
静
ノ
静
、
聖
学
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ノ
工
夫
ハ
静
ノ
動
ナ
リ
」（『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
二
七
〇
頁
）

と
あ
る
。「
俗
儒
」
と
は
す
な
わ
ち
古
学
派
で
「
動
の
動
」、「
仏
氏
」
は

「
静
の
静
」、「
聖
学
」
と
は
す
な
わ
ち
朱
子
学
派
で
「
静
の
動
」
だ
と
い

う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

十
八
世
紀
以
降
、
こ
の
古
学
派
的
な
「
動
」
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
に
追
跡
が
必
要
な
興
味
深

い
問
題
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
十
七
世
紀
に
お
い
て
、「
静
」
の
思
想

が
学
芸
界
の
基
層
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
の
人
々
の
言
説
に
よ
っ

て
、
よ
り
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
理
念
が
ど
の
よ
う
に
文
学
、
お
よ

び
そ
れ
に
隣
接
す
る
学
術
的
な
営
為
に
投
影
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。

五
　
隠
者
憧
憬
と
そ
の
変
容

俳
諧
・
狂
歌
・
浄
瑠
璃
・
小
説
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
俗
文
芸
が
、
そ

の
素
材
や
表
現
の
自
由
さ
、
激
し
さ
に
お
い
て
、「
動
」
的
側
面
を
強
く

も
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
誰
し
も
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
条
件

付
き
と
は
い
え
、
人
間
存
在
に
お
け
る
「
動
」
的
な
側
面
を
認
め
た
朱

子
学
の
思
想
は
、
こ
れ
ら
の
俗
文
芸
の
意
義
に
理
論
的

0

0

0

な
「
お
墨
付
き
」

を
与
え
、
そ
の
活
況
を
下
支
え
し
た
と
思
わ
れ
る
。
中
世
仏
教
の
「
静
」

の
思
想
に
お
い
て
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
情
」
は
、
朱
子
学

的
な
「
静
」
の
思
想
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
肯
定
さ
れ
た
。
松
永

尺
五
の
儒
学
啓
蒙
書
『
彝
倫
抄
』（
寛
永
十
五
年
刊
）
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。

情
ハ
本
来
、
ヨ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
此
七
ツ
ノ
情
ハ
、
人
ト
生
レ
テ
、

ナ
ク
テ
カ
ナ
ハ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
。
仏
法
ニ
ハ
此
情
ヲ
ホ
ロ
ボ
サ
ン
ト

ス
ル
ナ
リ
。
此
情
滅
ス
レ
バ
、
性
モ
滅
ス
ベ
シ
。
息
ノ
カ
ヨ
フ
間

ハ
滅
セ
ヌ
モ
ノ
ト
ミ
エ
タ
リ
。（
日
本
思
想
大
系
28
『
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』、
三
〇
九
頁
）

「
情
ハ
本
来
、
ヨ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
―
。
こ
の
よ
う
な
明
解
な
宣
言
が
、

文
学
の
過
去
と
未
来
を
ど
れ
だ
け
明
る
く
照
射
し
た
か
は
、
想
像
に
難

く
な
い
で
あ
ろ
う（

（注

（
注

。

し
か
し
、
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
朱
子
学
の
思
想
が
、

基
本
的
に
は
「
主
静
」
の
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
十
七
世
紀
の
文
学
の
も
う
一
つ
の
側
面
―
雅
文
芸
と
そ
の

周
辺
の
営
為
の
方
向
性
を
大
き
く
規
定
し
た
。
揖
斐
高
に
よ
り
指
摘
さ

れ
た
「
風
雅
詩
観
」
の
問
題
は
、
こ
の
こ
と
と
深
く
か
か
わ
る
。

風
雅
詩
観
と
は
、
揖
斐
の
説
明
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
詩
人
の
「
性
情

の
正
」
か
ら
溢
れ
出
る
古
代
的
か
つ
中
正
優
美
な
表
現
を
備
え
た
詩（

（注

（
注

」

を
理
想
と
す
る
詩
観
で
、
林
家
を
中
心
と
す
る
朱
子
学
者
た
ち
の
旺
盛

な
詩
作
活
動
を
支
え
た
文
学
理
論
と
さ
れ
る
。「
性
情
の
正
」
と
は
朱
子
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学
の
用
語
で
、
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
心
の
本
体
で
あ
る
「
性
」
に
寄

り
添
っ
て
発
動
す
る
自
然
な
「
情
」（「
七
情
」
あ
る
い
は
「
惻
隠
の
情
」

な
ど
）
を
指
す
が
、
こ
の
「
性
情
の
正
」
こ
そ
、
上
述
の
「
節
に
中
」
っ

た
「
動
」（
情
）
な
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
風
雅
詩
観
と
は
、
よ
り
大
き

な
視
点
で
眺
め
て
み
れ
ば
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
静
」
の
思
想
を
、
作

詩
と
い
う
営
為
に
特
化
し
て
説
明
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

当
時
の
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
に
か
ん
す
る
言
説
か
ら
、
こ
の
問
題
に

か
か
わ
る
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

・
林
羅
山
「
吟
風
弄
月
論
」

心
節
清
冽
に
し
て
胸
宇
灑
落
た
る
は
、
茂
叔
（
＝
周
濂
渓
）
の
風

月
か
。
も
し
格
物
窮
理
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
ま
た
そ
れ
得
て
致
す
べ

か
ら
ず
。（
原
漢
文
、
平
安
考
古
学
会
版
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
二

四
、
二
六
八
頁
）

・
三
条
西
実
教
『
和
歌
聞
書
』

た
ゞ
歌
は
、
述
作
を
詮
と
せ
ず
、
理
を
ふ
く
み
て
、
し
づ
か
な
る

が
よ
く
候
。
上
に
は
あ
ら
は
さ
ず
、
い
ひ
つ
め
ず
、
下
に
理
を
ふ

く
み
た
る
が
能
候
。
さ
や
う
の
歌
は
、
上
に
は
さ
し
て
別
な
る
事

も
な
く
て
か
ら
に
、
吟
ず
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
き
物
に
て
候
。
し
づ

か
に
て
、
つ
や
あ
り
て
実
成
歌
は
、
い
く
た
び
ぎ
ん
じ
て
も
見
さ

め
せ
ず
、
吟
ず
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
く
候
。（『
歌
論
歌
学
集
成
』
一

四
巻
、
二
一
三
頁
）

・
許
六
・
去
来
編
『
俳
諧
問
答
』「
俳
諧
自
讃
之
論
」

師
（
＝
芭
蕉
）
ノ
云
ク
「
許
子
（
＝
許
六
）
俳
諧
を
す
き
出
る
時
、

閑
寂
に
し
て
山
林
に
こ
も
る
心
地
す
る
を
よ
ろ
こ
び
、
元
来
俳
諧

数
寄
出
す
や
」
と
い
へ
り
。
答
云
ク
「
し
か
り
」。
師
も
す
く
所
か

く
の
ご
と
し
。（
古
典
俳
文
学
大
系
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』、
一
二

三
頁
）。

羅
山
の
詩
論
に
お
け
る
「
心
節
清
冽
に
し
て
胸
宇
灑
落
」（
心
が
澄
み

き
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
）、
実
教
の
歌
論
に
お
け
る
「
理
を
ふ
く
み

て
、
し
づ
か
な
る
（
歌
）」、
芭
蕉
の
俳
論
に
お
け
る
「
閑
寂
に
し
て
山

林
に
こ
も
る
心
地
」、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、「
静
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て

こ
そ
生
ま
れ
出
る
感
興
を
理
想
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
主
静
的
傾
向
は
、
隣
接
す
る
学
芸
の
分
野
に
も

影
響
し
た
。
隠
者
叢
伝
の
盛
行
は
、
そ
の
顕
著
な
例
だ
と
言
え
る
。

十
七
世
紀
に
は
武
将
、
烈
女
、
神
仙
、
往
生
、
隠
逸
、
孝
子
な
ど
と

い
っ
た
テ
ー
マ
別
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
逸
話
や
行
跡
を
集
め
た
「
叢

伝
」
が
い
く
つ
も
編
述
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
や
や
目
に

留
ま
る
の
が
、
隠
者
に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
成
立
年
代
の
早
い
順

に
並
べ
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

野
間
三
竹
『
古
今
逸
士
伝
』（
万
治
四
年
序
刊
）

林
読
耕
斎
『
本
朝
遯
史
』（
寛
文
四
年
刊
）
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元　
　

政
『
扶
桑
隠
逸
伝
』（
寛
文
四
年
刊
）

田
中
玄
順
『
本
朝
列
仙
伝
』（
貞
享
三
年
刊
）

義　
　

堂
『
続
扶
桑
隠
逸
伝
』（
宝
永
七
年
刊
）

特
に
林
読
耕
斎
『
本
朝
遯
史
』
と
元
政
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
に
つ
い
て
は
、

儒
者
と
仏
者
と
い
う
思
想
的
に
相
容
れ
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
二
つ
の

立
場
に
い
る
人
間
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ほ
ぼ
同
趣
向
の
書
物
を
編
述

し
て
い
る
点
で
大
変
興
味
深
い
。
井
上
敏
幸
は
、
両
者
の
共
通
点
は
「
超

世
の
心
と
仏
を
求
め
る
心
、
つ
ま
り
悟
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が（

（注

（
注

、
こ
こ
で
井
上
が
い
う
「
悟
り
」
と
は
、
本
稿
の

論
旨
に
照
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、「
静
」
の
思
想
で
あ
っ
た
と
言
い
換
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

林
読
耕
斎
は
『
本
朝
遯
史
』
の
序
に
お
い
て
、

嗚
呼
、
余
が
素
意
、
山
林
に
在
り
。
中
華
の
典
籍
を
読
み
、
幽
人

の
風
を
慕
ひ
、
高
逸
の
躅
を
企
つ
。
故
に
洛
師
の
喬
木
を
眷
顧
し
、

洛
表
の
雲
棲
を
捜
究
し
て
、
寛
閑
の
野
に
耕
し
、
寂
寞
の
浜
に
釣

る
。
是
れ
欲
す
る
所
な
り
。
是
れ
期
す
る
所
な
り
。（
原
漢
文
、
以

下
同
）

と
、
も
と
も
と
自
分
は
、
世
を
避
け
山
野
に
隠
れ
る
願
望
が
あ
っ
た
の

だ
と
告
白
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
で
は
、
古
人
の
「
幽
静
を
愛
し
、

琴
酒
を
事
と
す
」（「
藤
原
麻
呂
」）、「
家
園
幽
閑
に
至
り
て
、
人
事
を
接

ら
ず
」（「
大
中
臣
淵
魚
」）
と
い
っ
た
生
き
方
に
深
く
共
鳴
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
元
政
も
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
序
に
お
い
て
、
隠
者
に
は
そ
の

行
跡
の
隠
れ
た
者
（
大
隠
）
と
、
そ
の
行
跡
の
顕
れ
た
者
（
小
隠
）
が

あ
る
が
、
仏
は
そ
の
隠
・
顕
を
越
え
た
存
在
で
あ
る
と
し
、
続
け
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

余
、
山
林
に
交
は
る
こ
と
十
有
余
年
、
多
病
疎
懶
に
し
て
、
焉こ

れ（
＝

仏
の
道
）
を
学
べ
ど
も
未
だ
得
ず
。
翅た

だ
未
だ
得
ざ
る
の
み
に
匪あ

ら

ず
、
動や

や

も
す
れ
ば
輙す

な
は

ち
将ま

さ

に
自
ら
欺
か
ん
と
す
。（
原
漢
文
、
以

下
同
）

自
分
は
山
林
に
退
隠
し
て
十
余
年
に
な
る
が
、
い
ま
だ
仏
の
道
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
そ
れ
に
一
歩
で
も
近
づ
く
た
め
の
方
策
と
し

て
、
ま
ず
は
小
隠
の
生
き
方
、
そ
れ
も
身
近
な
本
朝
の
先
人
に
倣
う
の

だ
と
い
う
。
そ
し
て
本
文
で
は
、「
栄
利
を
慕
は
ず
、
静
退
を
安
ん
ず
」

（「
藤
春
津
」）、「
外ほ

か
風
煙
山
水
を
楽
し
み
、
内う

ち
妙
慧
深
禅
に
充
つ

る
」（「
藤
高
光
」）
と
い
っ
た
生
き
方
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
書
に
共
通
す
る
の
は
、
心
身
の
静
寂
へ
の
願
望
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
隠
者
た
ち
は
、
孔
子
や
釈
迦
の
境
位
と
は
完
全
に

一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
に
亜つ

ぐ
、
心
身
静
寂
の
達
人

と
し
て
―
し
か
も
本
朝
の
懐
か
し
き
先
人
と
し
て
、
読
耕
斎
や
元
政

に
憧
憬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
隠
者
た
ち
の
考
え
方
、
生
き
方
へ
の
憧
憬
は
、
時
代
の
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文
学
の
志
向
性
と
し
て
も
表
れ
て
い
る
。
藤
原
惺
窩
・
木
下
長
嘯
子
・

石
川
丈
山
・
三
井
秋
風
・
下
河
辺
長
流
・
契
沖
・
松
尾
芭
蕉
な
ど
、
儒

仏
・
詩
歌
・
俳
諧
に
亙
る
さ
ま
ざ
ま
文
士
た
ち
が
、
心
身
の

0

0

0

静
寂
を
求

め
る
隠
逸
趣
味
の
色
濃
い
文
章
や
詩
歌
を
残
し
、
か
つ
そ
の
生
き
方
を

実
践
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
注
13
参
照
）。
彼
ら

も
ま
た
「
静
」
の
思
想
と
い
う
時
代
思
潮
に
乗
っ
て
、
己
れ
の
生
き
方

と
文
学
的
な
表
現
を
模
索
し
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
「
心
身
の
」
と
い
う
部
分
に
傍
点
を
付
け
て
強
調

し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
彼
ら
が
希
求
し
た
静
寂
の
あ
り
よ
う
は
、
心
（
精

神
）
の
み
な
ら
ず
、
身
（
肉
体
）
の
そ
れ
を
も
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
は
、
少
し
く
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
清
水
春
流

『
睡
余
操
筆
』（
寛
文
十
一
年
刊
）
巻
上
に
、

世
に
ま
じ
は
れ
ば
、
心
、
物
に
う
ご
き
、
事
お
ほ
し
。
山
林
に
諸

居
を
過
す
こ
そ
、
気
味
ふ
か
け
れ
。
さ
れ
ば
に
や
、
長
嘯
子
俸
禄

を
す
て
霊
山
に
の
が
れ
ゐ
て
、
和
歌
に
心
を
な
ぐ
さ
み
ぬ
。
大
拙

（
＝
丈
山
）
は
四
明
の
山
下
に
幽
居
し
、
詩
仙
堂
を
た
て
ゝ
花
月
に

吟
哦
し
け
り
。（
近
世
文
学
資
料
類
従　

仮
名
草
子
編
16
、
三
四
〇

頁
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
俗
塵
を
避
け
、
心
身
の
静
寂
を
実
現
す
る
た
め

の
「
山
林
」
が
、
な
お
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に

芭
蕉
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
「
旅
」
に
代
替
さ
れ
る
。「
旅
を
栖
と
」
し
、

「
漂
泊
」（『
奥
の
細
道
』）
す
る
こ
と
は
、
隠
逸
の
一
形
態
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
隠
逸
あ
る
い
は
隠
者

に
対
す
る
姿
勢
に
も
変
化
が
出
て
く
る
。「
動
」
の
思
想
―
心
身
の
活

動
を
重
ん
じ
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
否
定
的
な
意
見
が
出
て
く

る
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
先
に
山
鹿
素
行
が
、
朱
子
学
者
に
は
「
猶

ほ
隠
士
の
山
林
を
好
み
、
逸
民
の
風
月
を
楽
し
む
が
ご
と
」
き
傾
向
が

あ
る
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
伊
藤
仁
斎
の
『
童
子
問
』

巻
下
・
第
一
八
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

達
磨
・
慧
能
・
臨
濟
・
雲
門
の
徒
の
若
き
、
彼
れ
素も

と
山
林
に
屏

居
し
、
人
事
を
謝
絶
し
、
内
人
倫
の
累
ひ
無
く
、
外
職
務
の
紛
し

き
無
し
。
故
に
其
の
高
風
凛
然
と
し
て
、
仰
ぐ
べ
く
欽つ

つ

し
む
べ
し
。

若
し
其
れ
を
し
て
人
倫
の
間
に
居
り
、
四
民
の
業
を
執
ら
し
め
ば
、

其
の
高
風
凛
然
た
る
者
、
必
ず
蕭
索
蕩
盡
し
て
、
略
ぼ
観
つ
べ
き

者
無
け
ん
。（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
思
想
家
文
集
』、
一
六

四
頁
）

達
磨
・
慧
能
ら
禅
の
高
僧
た
ち
は
、
山
林
に
隠
居
し
て
風
格
が
あ
り
、

ま
こ
と
に
立
派
だ
が
、
彼
ら
を
人
倫
の
な
か
に
お
い
て
普
通
の
生
業
に

就
か
し
め
れ
ば
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
だ
ろ
う
、
と
。

文
芸
の
世
界
に
お
い
て
も
、
十
七
世
紀
的
な
隠
逸
／
隠
者
の
あ
り
方

に
疑
念
を
投
げ
か
け
、
新
し
い
隠
逸
の
あ
り
方
を
述
べ
る
意
見
が
現
れ

る
。
次
の
文
章
は
、
左
（
佐
伯
）
其
玉
「
隠
逸
伝
を
読
む
」（『
和
漢
文
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操
』〈
享
保
十
二
年
刊
〉
巻
七
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

願
は
く
は
、
た
ゞ
市
中
に
松
風
を
聞
て
、
節
句
正
月
の
妻
子
を
と
ゝ

な
へ
、
月
雪
の
ゆ
ふ
べ
の
友
達
を
ま
ね
き
、
虚
堂
の
墨
跡
は
あ
り

な
が
ら
、
松
花
堂
の
さ
び
を
た
の
し
ま
む
に
は
。
…
…
我
は
昼
寝

に
そ
の
栄
耀
を
ね
が
へ
ば
、
あ
る
時
は
唯
心
の
嵯
峨
野
に
か
く
れ
、

あ
る
日
は
己
心
の
芳
野
山
に
あ
そ
び
て
、
和
漢
に
人
の
た
ふ
と
が

る
隠
逸
伝
を
あ
み
直
す
合
点
也
。

こ
こ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
市
中
の
隠
」
の
姿
で
あ

る
。
身
を
山
林
に
置
き
、
人
事
を
杜
絶
す
る
よ
う
な
あ
り
方
で
は
な
く
、

街
な
か
で
家
族
や
友
人
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
心
を
風
流
に
遊
ば
せ
る
よ

う
な
あ
り
方
。
こ
の
よ
う
な
隠
逸
の
あ
り
方
は
、
中
国
で
は
古
く
か
ら

知
識
人
の
理
想
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が（

（注

（
注

、
日
本
で
そ
れ
へ
の
理
解
が

深
ま
る
の
は
、
や
は
り
十
八
世
紀
以
降
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
其
玉
は
そ
う
し
て
、
十
七
世
紀
の
人
び
と
が
崇
め
た
『
隠
逸
伝
』

を
、
も
う
一
度
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
編
述
し
直
し
た
い
と
ま
で
言
う

の
で
あ
る
。

実
際
、
其
玉
が
抱
い
た
こ
の
よ
う
な
心
ざ
し
は
、
十
八
世
紀
末
の
『
近

世
畸
人
伝
』（
寛
政
二
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
実
現
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
本
書
に
付
さ
れ
た
三
熊
花
顛
の
跋
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。

隠
を
偽
て
名
を
も
と
む
る
あ
り
。
市
井
に
交

ま
じ
は
りな

が
ら
ま
こ
と
に
は

隠
操
あ
る
人
あ
り
。
隠
な
る
が
故
に
よ
く
し
る
べ
か
ら
ず
。
し
か

じ
隠
と
隠
な
ら
ざ
る
を
と
は
ず
、
た
ゞ
畸
人
を
つ
ど
へ
ん
に
は
。

隠
者
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
心
に
操
あ
る
人
々
（
畸
人
）
の
伝
を

集
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
十
七
世
紀
的
な
隠
逸
概
念
が
、

ほ
ぼ
完
全
に
解
体
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
静
」
の
思
想
の
相
対
化
と

い
う
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
出
現
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
十
七
世
紀
の
文
芸
思
潮
に
つ
い
て
、
そ
の
前
後
の
時
代
と

比
較
し
つ
つ
、
一
つ
の
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
。
最
後
に
論
点
を
整
理

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
中
世
で
は
仏
教
的
な
「
静
」
の
思
想
が
支
配
的
で
あ
り
、

そ
れ
が
こ
の
時
代
の
理
想
的
な
価
値
観
を
形
成
し
て
い
た
。

第
二
に
、
十
七
世
紀
に
は
、「
静
」
を
主
と
し
な
が
ら
「
動
」
も
一
部

認
め
る
、
朱
子
学
系
の
新
し
い
「
静
」
の
思
想
が
広
が
っ
た
。
な
お
付

言
す
れ
ば
、
歴
史
的
に
見
て
、
そ
れ
は
中
世
的
な
「
静
」
の
思
想
と
、

十
八
世
紀
以
降
に
台
頭
し
て
く
る
古
学
派
的
な
「
動
」
の
思
想
と
の
あ

い
だ
の
、
中
間
的
な
思
想
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
主
静
的
時
代
思
潮
を
背
景
に
お
い
て
こ
そ
、

十
七
世
紀
の
韻
文
に
お
け
る
風
雅
詩
観
の
成
立
、『
本
朝
遯
史
』『
扶
桑



― 44 ―

隠
逸
伝
』
と
い
っ
た
隠
者
叢
伝
の
盛
行
、
隠
逸
へ
の
憧
憬
・
実
践
と
い
っ

た
現
象
も
、
十
全
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

近
世
文
学
の
一
つ
の
特
徴
は
、
人
間
の
心
身
の
躍
動
、
す
な
わ
ち

「
動
」
的
な
部
分
を
描
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
近
代
の
文

学
観
に
も
通
じ
て
お
り
、
我
々
に
と
っ
て
す
こ
ぶ
る
親
し
み
深
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
文
学

史
の
あ
る
一
面
（
俗
文
芸
の
世
界
）
で
あ
っ
て
、
別
の
側
面
（
雅
文
芸

お
よ
び
そ
れ
に
隣
接
す
る
学
芸
の
世
界
）
に
お
い
て
は
、
中
世
か
ら
流

れ
こ
ん
で
き
た
「
静
」
の
思
想
が
、
朱
子
学
の
そ
れ
と
も
合
流
・
変
容

し
な
が
ら
強
固
な
地
盤
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

※�

本
稿
に
お
け
る
原
資
料
の
引
用
は
、
閲
覧
の
便
を
考
え
、
翻
刻
が

あ
れ
ば
努
め
て
そ
れ
を
用
い
、
引
用
文
末
尾
に
そ
の
掲
載
頁
を
記

し
た
。

注

注
1	

前
者
に
つ
い
て
は
、
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史
』
Ⅳ
（
講
談
社
、
一
九
八

六
年
）、
後
者
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
隆
「
近
代
初
期
（
近
世
）
文
学
史
論

序
説
―
十
七
世
紀
文
学
の
座
標
軸
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』

第
一
〇
〇
号
、
二
〇
二
一
年
）
が
参
考
に
な
る
。
小
西
の
論
は
、「
雅
」「
俗
」

と
い
う
表
現
理
念
の
位
相
に
「
中
世
」
的
要
素
を
求
め
る
も
の
、
中
嶋
の

論
は
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と
い
う
点
に
「
近
代
」
的
要
素
を
認
め
る

も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
と
は
別
の
基
軸
か
ら
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。

注
2	

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
『
徒
然
草
の
十
七
世
紀
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
五
年
）
第
一
部
第
二
章
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
は
そ
の
再
考
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

注
3	

岡
田
武
彦
『
坐
禅
と
静
坐
』（
桜
楓
社
・
現
代
の
教
養
32
、
一
九
七
〇
年
）

に
よ
れ
ば
、「
禅
は
大
体
静
の
思
想
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（
九
三
頁
）

が
、「
動
」
に
重
き
を
置
く
臨
済
禅
と
、「
静
」
に
重
き
を
置
く
曹
洞
禅
と

が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、「
静
」
を
動
処
に
お
い
て
求
め
る
か
、
静
処

に
お
い
て
求
め
る
か
と
い
う
違
い
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
静
」
を
目
指
し

て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
と
い
う
（
四
四
頁
）。
本
書
に
は
禅
に
お

け
る
「
静
」
の
思
想
と
、
後
述
の
朱
子
学
に
お
け
る
そ
れ
と
の
違
い
も
解

説
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。

注
4	

荒
木
見
悟
『
新
版 

仏
教
と
儒
教
』（
研
文
書
院
、
一
九
九
三
年
）
に
、「
由

来
仏
教
に
お
い
て
は
、
李
通
玄
の
知
情
対
決
論
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
情
を
情
執
・
妄
情
・
情
想
と
解
し
、
こ
れ
を
滅
却
掃
除
し
て

こ
そ
証
悟
が
獲
得
さ
れ
る
と
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
」（
二
八
〇
頁
）

と
あ
る
。

注
5	

な
お
、
兼
好
の
仏
教
思
想
に
は
、
禅
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
古
来
出
さ
れ
て
い
る
。
荒
木
浩
『
徒
然
草
へ
の
途　

中
世
び

と
の
心
と
こ
と
ば
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
、
四
、
九
章
参

照
。

注
6	

注
4
所
掲
・
荒
木
著
書
に
、
朱
子
と
唐
代
の
禅
僧
宗
密
の
「
情
」
に
対
す

る
考
え
方
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。「（
朱
子
に
お
い
て
は
）
情

そ
の
も
の
を
直
ち
に
滅
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
せ
ず
、
か
え
っ
て
「
好
悪

の
節
は
、
天
の
我
に
与
う
る
所
以
な
り
」
と
、
そ
の
積
極
的
意
義
が
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
に
も
宗
密
と
朱
子
と
の
人
間
考
察
の
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態
度
の
、
明
確
な
相
違
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
朱
子
と
禅

と
の
大
き
な
距
た
り
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
」（
二
八
〇
頁
）。
な
お
、
川

平
敏
文
『
徒
然
草
の
十
七
世
紀
』・
第
二
部
第
一
章
参
照
。

注
7	

十
七
世
紀
日
本
の
朱
子
学
者
・
中
村
惕
斎
の
言
説
を
門
人
が
記
録
し
た

『
仲
子
語
録
』（
写
本
、
内
閣
文
庫
蔵
）
巻
四
に
、「
静
坐
ノ
説
、
程
朱
ノ

定
法
ナ
シ
。
…
…
禅
ノ
坐
禅
ノ
如
ク
断
念
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
ズ
。
若
又
思
ベ

キ
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
思
ガ
ヨ
シ
。
朱
子
静
坐
ノ
意
、
盍
如
此
」
と
あ
る
。

な
お
拙
稿
「
林
羅
山
の
儒
仏
論
―
『
野
槌
』
和
文
序
を
緒
と
し
て
―
」

（
鈴
木
健
一
編
『
形
成
さ
れ
る
教
養
―
十
七
世
紀
日
本
の
〈
知
〉』、
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

注
8	

た
と
え
ば
中
世
の
禅
僧
中
巌
円
月
は
、
か
な
り
朱
子
学
的
な
思
想
に
接
近

し
て
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
が
、『
中
正
子
』
問
禅
篇
で
は
「
害
忮
貪
沓

（
＝
人
を
傷
付
け
そ
こ
な
う
よ
う
な
悪
辣
な
こ
と
を
す
る
こ
と
）・
淫
僻
邪

侈
は
、
み
な
心
に
し
て
情
に
之ゆ

く
も
の
な
り
。
情
は
偽
な
り
。
何
の
信
か

あ
ら
ん
」（
日
本
思
想
大
系
『
中
世
禅
家
の
思
想
』、
一
六
三
頁
）
と
言
っ

て
お
り
、「
情
」
を
否
定
し
て
い
る
。

注
9	

た
と
え
ば
明
・
馮
柯
の
『
求
是
編
』（
慶
安
三
年
和
刻
）
に
は
、「
動
」
そ

の
も
の
は
悪
で
は
な
い
が
、「
動
の
流
る
れ
ば
則
ち
欲
な
り
。
欲
は
則
ち

善
悪
分
か
れ
て
禍
福
出
づ
。
故
に
動
は
聖
人
の
大
恐
な
り
」
と
あ
り
、「
動
」

へ
の
警
戒
心
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

注
10	

「
静
坐
」
に
対
す
る
同
様
の
意
見
は
、
仁
斎
に
学
ん
だ
三
次
松
庵
『
松
菴

漫
録
』（
写
本
一
冊
、
九
州
大
学
雅
俗
文
庫
蔵
）
に
も
見
え
、「
後
世
ノ
コ

シ
ラ
エ
モ
ノ
」
で
あ
り
、「
マ
コ
ト
ニ
信
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
」
と
評
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
荻
生
徂
徠
も
「
静
坐
と
申
事
、
古
は
無
之
候
。
是
又
、
坐
禅

之
真
似
と
被
存
候
」（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
巻
下
、
享
保
十
二
年
刊
）
と

言
っ
て
い
る
。

注
11	

川
平
敏
文
『
徒
然
草
の
十
七
世
紀
』・
第
二
部
第
一
章
参
照
。

注
12	

揖
斐
高
「
風
雅
の
解
体
―
私
意
と
月
並
調
の
成
立
に
つ
い
て
の
試
論

―
」（『
近
世
文
学
の
境
界
』
所
収
、
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
風
雅
詩
観
を

論
じ
た
も
の
と
し
て
、
揖
斐
に
は
他
に
、「
風
雅
論
―
江
戸
期
朱
子
学
に

お
け
る
古
典
主
義
詩
論
の
成
立
―
」（『
江
戸
詩
歌
論
』
所
収
、
一
九
九

八
年
）
が
あ
る
。

注
13	

井
上
敏
幸
「
隠
逸
伝
の
盛
行
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
芭
蕉
と
元
政
』

所
収
、
二
〇
〇
一
年
）

注
14	

小
尾
郊
一
『
中
国
の
隠
遁
思
想
』（
中
公
新
書
、
一
九
八
八
年
）、
神
楽
岡

昌
俊
『
中
国
に
お
け
る
隠
逸
思
想
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
三

年
）
な
ど
。

（
か
わ
ひ
ら　

と
し
ふ
み
・
本
学
教
授
）




